
　　平成28年度　事務事業評価　平成２４年度～平成２７年度改善・見直し等評価事業進捗状況点検評価結果

進捗管理を「継続」とした事業一覧　

改善 コメント

1 25 生活環境部
廃棄物管理

課
生ごみ・し尿処理場維持管理事
業

現行どおり 改善・見直し
下水道終末処理場とともに生ごみ・し尿処理場の管理委託
についても包括的民間委託について検討されたい。

△
下水終末処理場とあわせて焼却場も含めた形での包括的民間委
託及び昨今の手法であるコンセッション型PFI事業も視野に入
れて今後さらに検討が必要である。

1 ～ 2

2 26 保健福祉部 介護福祉課 高齢者世帯等除雪サービス事業 現行どおり 収支改善
財源となる補助の有無に関わらず、需要が拡大する傾向に
あることから、受益者負担を検討

△
第７期介護保険事業計画に向けた検討（平成２９年度）の協議
されるため、継続して進捗管理を行う。 3 ～ 4

3 26 保健福祉部 国保医療課 健診等事業費 拡大の見込み 収支改善 がん検診について、自己負担を求めることを検討すべき。 △
国保との整合性を図る検討を所管課で今後行ってくことから進
捗管理を行う。 5 ～ 6

4 26 子ども未来部 子育て支援課
ファミリー・サポート・セン
ター事業

収支改善可能 収支改善 病児・緊急預かり事業と合わせた民間委託化を検討 △
事業単体で社協への事務移管を検討中であることから今後も進
捗管理を行う。 7 ～ 8

5 26 教育部 教育総務課 学校スケートリンク設営事業 現行どおり 縮小
スケートリンク造成費用とバス運行費用を十分に勘案する
こと。

△
平成２８年度は保護者アンケートを実施して検討を行うことと
している。バス運行費が大きく変動となったため、今後も進捗
管理を行う。

9 ～ 10

6 26 教育部 教育総務課 スクールバス管理費 現行どおり 縮小 本来の運行基準を遵守され、縮小を検討 △
基線道路拡幅工事終了にあわせH33年度から縮小見込み。
バス運行費が大きく変動となったため、今後も進捗管理を行
う。

11 ～ 12

7 26 教育部 教育総務課 教員住宅維持管理費 現行どおり 縮小 老朽化の激しい住宅のあり方について今後検討 △
継続的に教員住宅の整備をしているが集合住宅のあり方につい
ては公共施設総合管理計画を踏まえながら進捗管理を行う。 13 ～ 14

8 26 教育部 社会教育課
社会教育・文化団体会場使用料
助成事業

現行どおり 縮小
消費税１０％に伴う使用料改定の際に、補填のあり方につ
いて検討されたい。

△
所管での検討の結果、一定程度の削減を行い改善が見られるが
消費税１０％まで進捗管理を行う。 15 ～ 16

9 26 保健福祉部
健康スポー

ツ課
学校開放事業

収支改善可
能

収支改善 利用料金の見直しによる収支改善を検討 △
学校開放事業の取り扱いが変更となった事から、現行制度移行
後における十分な検証をしたうえで料金の見直し検討をしてい
くため、今後も進捗管理を行う。

17 ～ 18

10 27 企画振興部 まちづくり推進課 移住促進事業 現行どおり 要改善
協議会の設置など、民間事業者との連携を図り、幅広い視
野のもと事業を進めること。 △ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 19 ～ 24

11 27 企画振興部 まちづくり推進課
札幌恵庭自転車道線整備促進事
業

統合 要改善 民営化を含め、移管について検討を進めること。 △ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 25 ～ 26

12 27 生活環境部 市民活動推進課
市民活動推進事業（えにわ市民
プラザ・アイル事業費補助金）

現行どおり 縮小
当該団体自立のため、委託事業の受入れや自主事業の積極
的な展開を促すこと。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 27 ～ 28

13 27 生活環境部 廃棄物管理課 わくわくおたから市事業
縮小

（回数の削
減）

縮小
民間の団体などの活用を図りながら事業規模を縮小するこ
と。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 29 ～ 30

14 27 生活環境部 環境課
住宅用新エネ・省エネ機器補助
事業

現行どおり 要改善
「スマートEガーデンえにわプラン」改定時にあわせ、ニー
ズや社会情勢に応じた事業の見直しを行うこと。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 31 ～ 32

15 27 保健福祉部 障がい福祉課
腎臓機能障がい者通院交通費助
成事業

現行どおり 要改善
受給者の実態把握及び他の制度との重複受給の確認・精査
を行っていることから、引き続き適正な助成を実施するこ
と。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 33 ～ 34

16 27 保健福祉部 介護福祉課 上下水道助成事業（高齢者） 現行どおり 縮小
真の生活困窮世帯への助成制度であることから、制度の把
握に努めるとともに対象者の年齢の見直しを行い適切な給
付を実施すること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 35 ～ 36

17 27 子ども未来部 子ども家庭課 上下水道助成事業（母子世帯） 現行どおり 要改善
真の生活困窮世帯への助成制度であることから、制度の把
握に努めるとともに適切な給付を実施すること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 37 ～ 38

18 27 保健福祉部 障がい福祉課
上下水道助成事業（重度心身障
害者）

現行どおり 要改善
真の生活困窮世帯への助成制度であることから、制度の把
握に努めるとともに適切な給付を実施すること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 39 ～ 40

19 27 保健福祉部 介護福祉課 敬老祝品贈呈事業 現行どおり 要改善
「高齢者寿命」自体が上っているため、支給対象年齢や支
給額の検討を行うこと。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 41 ～ 42

20 27 子ども未来部 子ども家庭課
黄金ふれあいセンター維持管理
事業

現行どおり 要改善
早急に指定管理者制度の導入に向けてその方向性を示すこ
と。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 43 ～ 44
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21 27 子ども未来部 子ども家庭課 子どもひろば事業（直営事業） 現行どおり 要改善
子どもひろば事業と学童クラブ事業の一体化並びに民間委
託の手法（指定管理者制度、事業委託）について検討する
こと。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 45 ～ 46

22 27 子ども未来部 子育て支援課

保育園運営管理事業（直営分：
すずらん保育園・すみれ保育
園）

現行どおり 縮小
民間と直営の保育運営に違いが認められないことから、積
極的に民間委託を推進すること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 47 ～ 48

23 27 子ども未来部 子育て支援課
子育て支援センター（柏陽・島
松・黄金）事業

現行どおり 要改善 早急に民間委託に向けて調査研究を行うこと。 △ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 49 ～ 50

24 27 建設部 管理課 駅自由通路維持管理事業 収支改善 収支改善
引き続き、維持管理費の削減を行い、新たな収入の確保に
努めること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 51 ～ 52

25 27 教育部
健康スポー

ツ課
市民スキー場維持管理事業 現行どおり 要改善

設備の老朽化が著しいため、来シーズン以降のあり方につ
いて早急に検討を行うこと（PPPの活用を含めて検討）。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 53 ～ 54

26 27 教育部 教育総務課 市民会館維持管理事業 現行どおり 要改善
一部施設の「時間貸し」等が検討されているが、会館全体
の収支改善及び利用促進に向けて、指定管理者を通して検
討すること。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 55 ～ 56

27 27 教育部 図書課 図書館施設維持管理事業 要改善 要改善
利用者の増加及びサービスの向上に向けて指定管理者制度
導入の検討を行うこと。

△ 平成29年度の改善内容反映に向け現在検討中 57 ～ 58

　※整理区分

　〇：進捗管理を完了とした事業＝改善・見直し等が完了した事務事業

　△：進捗管理を継続とした事業＝改善・見直し等が継続実施中であり、今後も進捗管理が必要な事務事業。

　●：再評価を必要とする事業＝改善・見直し等が進んでおらず、再評価が必要な事務事業。

◎集　計
進捗管理継続件数 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

27 0 1 8 18


